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令
和
７（
２
０
２
５
）年
３
月
、「
上
高
津
貝
塚
出
土
製

塩
土
器
」４
点
が
、
土
浦
市
指
定
文
化
財（
考
古
資
料
）に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
国
指
定
史
跡
で
あ
る
上
高
津
貝
塚

を
整
備
す
る
た
め
、
平
成
２（
１
９
９
０
）年
か
ら
翌
年

に
か
け
て
実
施
し
た
発
掘
調
査
で
見
つ
か
っ
た
資
料
で

す
。
今
回
は
、
こ
の
新
た
な
土
浦
市
指
定
文
化
財
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
製
塩
土
器
は
そ
の
名
の
と
お
り
、
塩
づ
く
り
専
用
の

土
器
で
す
。
海
水
を
煮
詰
め
て
、
塩
の
結
晶
を
取
り
出

し
ま
す
。
縄
文
時
代
後こ

う
晩ば

ん
期（
４
０
０
０
～
３
０
０
０
年

前
頃
）の
霞
ヶ
浦
沿
岸
で
は
、
製
塩
土
器
を
用
い
た
塩
づ

く
り
が
盛
ん
で
し
た
。
土
浦
市
で
は
、
神
立
平
遺
跡（
神

立
町
）や
小
松
貝
塚（
小
松
ヶ
丘
町
・
富
士
崎
二
丁
目
）、

下
坂
田
貝
塚（
下
坂
田
）な
ど
の
遺
跡
で
、
製
塩
土
器
の

破
片
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
上
高
津
貝
塚
出
土
製
塩
土
器
は
、
そ
う
し
た
塩
づ
く

り
技
術
を
解
明
す
る
う
え
で
極
め
て
重
要
な
資
料
で
す
。

大
き
く
３
つ
の
学
術
的
観
点
か
ら
考
古
資
料
と
し
て
高

く
評
価
さ
れ
、
文
化
財
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

１
点
目
は
、
製
塩
土
器
の
形
や
作
り
方
が
よ
く
分
か

る
点
で
す
。
製
塩
土
器
は
多
く
の
場
合
、
破
片
の
状
態

で
見
つ
か
り
ま
す
が
、
上
高
津
貝
塚
の
製
塩
土
器
は
、

ほ
ぼ
完
全
な
形
で
残
っ
て
い
ま
す
。
薄
手
で
模
様
が
な

く
、
底
が
と
が
っ
て
い
る
製
塩
土
器
の
典
型
的
な
特
徴

を
、
単
体
の
資
料
か
ら
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
こ
う
し
た
保
存
状
態
の
良
い
製
塩
土
器

が
、
１
つ
の
遺
跡
か
ら
４
点
も
見
つ
か
っ
て
い
る
点
で

す
。
こ
の
よ
う
な
完
全
な
形
の
製
塩
土
器
は
、
全
国
で

も
20
例
ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
３
点
目
は
、
製
作
時
期
が
明
確
に
分
か
る
点
で
す
。
土

器
は
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
形
や
文
様
を
変
化
さ
せ
て
い

き
ま
す
が
、
製
塩
土
器
は
破
片
で
見
つ
か
る
た
め
、
そ

う
し
た
変
化
が
分
か
り
づ
ら
く
、
製
作
時
期
も
不
明
に

な
り
が
ち
で
す
。
一
方
、
上
高
津
貝
塚
の
製
塩
土
器
は

製
作
時
期
が
分
か
る
土
器
と
一
緒
に
見
つ
か
っ
た
た
め
、

縄
文
時
代
晩
期
前
葉
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
今
回
紹
介
し
た
製
塩
土
器
は
、
上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ

と
歴
史
の
広
場
の
常
設
展
示
室
で
展
示
中
で
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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▲土浦市指定文化財　上高津貝塚出土製塩土器

▲製塩土器模造品による製塩実験
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